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新
治
村
は
群
馬
県
北
部
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
1
6
0
㎞
、
高
速
道
路
や
新

幹
線
で
2
時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
山
林
が
80
％
を
占
め
、
豊
か

な
自
然
と
温
泉
に
恵
ま
れ
た
観
光
と

農
業
の
山
村
で
す
。

村
内
に
は
6
カ
所
の
温
泉
と
田
園

風
景
を
散
策
し
た
り
、
伝
統
工
芸
の
体
験
が
で
き
る
「
た
く
み
の
里
」

や
各
種
フ
ル
ー
ツ
狩
り
が
で
き
る
新
巻
平

ま
き
ひ
ら

、
上
信
越
高
原
国
立
公
園

の
美
し
い
山
々
、
旧
三
国
街
道
を
偲し

の

ぶ
宿
場
町
が
あ
り
、
農
村
公
園

構
想
の
も
と
、
観
光
・
農
業
・
文
化
の
連
携
に
よ
る
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

村
に
あ
る
相
俣
ダ
ム
は
、
日
本
最
大
の
流
域
を
持
つ
利
根
川
の
上

流
七
つ
の
ダ
ム
の
一
つ
で
、
首
都
圏
の
水
瓶が

め

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
34
年
に
完
成
以
来
、
赤
谷
湖
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ダ

ム
湖
は
、
猿
ヶ
京
温
泉
郷
を
特
徴
付
け
る
重
要
な
景
観
・
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
望
台
か
ら
望
む
谷
川
連
峰
の
山
並
み
の
眺
望

は
、
絶
景
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
人
気
を
博
し
て
お
り
、
展
望
台

と
一
体
化
し
て
整
備
さ
れ
た
湖
畔

公
園
、
湖
畔
遊
歩
道
は
、
水
と
潤

い
の
中
で
四
季
折
々
の
美
し
い
景

色
を
楽
し
め
る
空
間
と
し
て
、
毎

年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
湖
畔
の
桜
並
木
は
花

見
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

群 馬 県  

栃 木 県

埼 玉 県  

新 潟 県  

長 野 県  相俣ダム 

新
治
村 

赤谷湖でのカヌーポロ大会

赤あ

か

谷や

湖
（
相
俣

あ

い

ま

た

ダ
ム
・
群
馬
県
新
治
村
）
魅
力
的
で
活
気
あ
ふ
れ
る
水
源
地
域
を
め
ざ
し
て
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ま
た
、
ダ
ム
湖
周
辺
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
運
動
場
、
親
水
公
園
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
が
整
備
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
大
会
、
釣
り
大

会
、
E
ボ
ー
ト
大
会
、
湖
上
花
火
大
会
等
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
、
ま
た
、

上
下
流
交
流
の
場
と
し
て
も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
谷
湖
は
、
ダ
ム
湖
の
景
観
・
上
下
流
交
流
・
地
域
の
人
々
の
関

心
の
高
さ
等
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
�
地
域
に
親
し
ま
れ
か
け
が

え
の
な
い
ダ
ム
湖
�
と
し
て
「
ダ
ム
湖
百
選
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
治
村
は
本
年
10
月
、
水
上
町
、
月
夜
野
町
と
合
併
し
「
み
な
か

み
町
」
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
ダ
ム
湖
を
含
む
地
域
全
体
が
、
自
然

体
験
学
習
の
場
や
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
活
動
拠
点
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
と
し
て
相
俣
ダ
ム

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

群
馬
県
　
新
治
村
　
企
画
観
光
課
　
杉
木
　
隆
司
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●
イ
ベ
ン
ト：

赤
谷
湖
釣
り
大
会（
5
月
）

カ
ッ
パ
ま
つ
り
、
E
ボ
ー
ト
交
流
会（
7
月
）

に
い
は
る
夏
祭
り
、
湖
上
花
火
大
会（
8
月
）

た
く
み
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
10
月
）

た
く
み
の
里
豊
楽
ま
つ
り（
10
月
）

●
お
み
や
げ：

豊
楽
味
噌
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
農
産
物

●
交
　
　
通：

新
幹
線
上
毛
高
原
駅
よ
り
車
で
20
分

■新治村役場（9月末まで）
TEL 0278-64-0111 FAX 0278-20-6033
http://www.vill.niiharu.gunma.jp

問い合わせ先

カッパ祭り

たくみの里

にいはる夏祭り　湖上花火大会
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●行事は直前に変更される場合があります。おでかけの際はご確認ください。「行事予定」の情報ご提供をお待ちしております。ダム広報センター FAX03-3263-9085

《東　北》

18日（木）／子吉川シンポジウム
場所�秋田県由利本荘市　本荘文化会館
主催�同実行委員会、鳥海ダム調査事務所【�0184-23-5120】
内容�シンポジウム：テーマ「水源地と地域づくり（仮）」、ミュージ

カル「リバーヘッド」

21日（日）／わらじで歩こう七ヶ宿
場所�宮城県七ヶ宿町　七ヶ宿ダム周辺
主催�七ヶ宿町観光協会【�0224-37-2177】
内容�七ヶ宿ダム周辺の旧街道をわらじを履いて歩く、毎年恒例

のイベント

《関　東》

27日（土）／黒部川水上スポーツ体験会
場所�千葉県小見川町　黒部川貯水池周辺
主催�小見川町水上スポーツ指導員協議会【�0478-82-1000】
内容�さまざまな水上スポーツの体験会

《中　部》

21日（日）／太田川ダム見学会
場所�静岡県森町　太田川ダム
主催�静岡県
内容�県民約50名を対象としたダム建設現場の見学会。現場見学

などにより、ダムの役割や仕組みを知ってもらう
【太田川ダム建設事務所�0538-85-2025】

《近　畿》

28日（日）／親子探検“源流を知る”
場所�福井県　九頭竜川資料館
主催�国土交通省　鳴鹿大堰管理所【�0776-63-7100】
内容�九頭竜川の源流を訪れ、川の成り立ちについて調べる。ま

た、九頭竜ダムを見学し、施設の役割を知る

《九　州》

20日（土）／立野ダムアドベンチャースクール
場所�熊本県長陽村　立野ダム建設現場
主催�立野ダム建設事務所【�096-385-0707】
内容�白川と立野ダム事業への関心と理解を深めるため、事業説

明や横杭見学、カヌー体験などを行う。対象は小学校4～6
年生とその保護者

《沖　縄》

28日（日）／福地ダム夏休み自然体験会
場所�沖縄県東村　福地ダム周辺
主催�同実行委員会
内容�カヌー体験、自然観察船による湖面遊覧、玉辻山探検、福

地川遊び、ダム施設見学など
【東村　企画観光課�0980-43-2201】

《北海道》

上旬／北の森21運動 in 漁川ダム
場所�恵庭市　漁川ダム周辺
主催�北の森21運動の会
内容�森遊びや育林活動、植林、ダムの施設見学を行う。

問い合わせは、漁川ダム管理所【�0123-33-7107】

《東　北》

10日（土）／埋蔵文化財学習会
場所�秋田県北秋田市　森吉山ダム建設現場
主催�森吉山ダム工事事務所【�0186-72-3015】
内容�森吉山ダム建設にともなって、発掘調査が進む小又川周辺

の遺跡から４遺跡を取り上げ、実際の出土品を見ながら学
習会を開催

11日（日）／長沼レガッタ
場所�宮城県登米市　長沼ダム湖
主催�登米市、迫町【�0220-22-2323】
内容�登米市内に居住または勤務する人を対象としたボート競技会

23日（金・祝）／御所湖一周ロードレース
場所�岩手県盛岡市・雫石町　御所湖畔
主催�つなぎ温泉観光協会【�019-689-2109】
内容�初秋の御所ダム湖畔を巡るロードレース

《関　東》

10日（土）／ふれあい館ヘブンアーティスト公演
場所�東京都奥多摩町
主催�奥多摩　水と緑のふれあい館
内容�奥多摩湖（小河内ダム）に隣接する「奥多摩 水と緑のふれあ

い館」において、ヘブンアーティストを招いての公演。問い
合わせは、東京都水道局　浄水部管理課【�03-5320-6444】

中旬／八ッ場ダム水のふるさと展
場所�埼玉県　JR熊谷駅周辺
主催�八ッ場ダム工事事務所【�0279-82-3477】ほか
内容�八ッ場ダムの最大受益県である埼玉県内において、ダム建

設事業や水源地域へ興味を持っていただき、実際に水源地
域を訪れるきっかけとしてもらうためにPR活動を行う。主
催はほかに長野原観光協会、北軽井沢観光協会、川原湯温
泉観光協会

《中　部》

9月中の土・日／君ヶ野湖面噴水
場所�三重県美杉村　君ヶ野ダム湖
主催�美杉村【�059-272-8084】
内容�君ヶ野公園前の湖面に、期間中の土・日、高さ33mまでの

噴水を上げる

《中　国》

23日（金・祝）／米泉湖音楽フェスタ2005
場所�山口県下松市　末武川ダム（米泉湖）
主催�米泉湖音楽祭　実行委員会【�0833-43-7513】
内容�毎年恒例の湖畔音楽祭。吹奏楽の演奏やバザーなどで楽しむ

《九　州》

23日（金・祝）／すきむら栗まつり
場所�宮崎県須木村　すきむらんど
主催�すきむらんど振興会【�0984-48-2480】
内容�綾南ダムに隣接する、すきむらんどを拠点に、近郊の栗園で

の栗狩りが楽しめ、また地域の特産品の販売もある

ダム水源地ネット
2005.8



最
近
、
都
区
部
か
ら
郊
外
に
引
っ
越
し
を
し
た
著

者
は
、
蛇
口
の
水
を
お
い
し
く
感
じ
た
。
仕
事
柄
で

あ
ろ
う
か
、
引
っ
越
し
を
す
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

中
で
も
水
道
の
こ
と
が
ま
ず
気
に
な
る
。
電
気
や
ガ

ス
と
は
違
い
、
水
道
水
は
そ
の
土
地
を
感
じ
る
一
つ

の
術す

べ

で
あ
る
し
、
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
の
東
京
は
、
そ
の
水
源
の
ほ
と
ん
ど
を
遠
く

離
れ
た
利
根
川
・
荒
川
水
系
に
依
存
し
て
お
り
、
昭

和
30
年
代
ま
で
主
た
る
水
源
の
多
く
で
あ
っ
た
地
元

の
水
の
多
摩
川
水
系
か
ら
は
、
20
パ
ー
セ
ン
ト
足
ら

ず
の
取
水
量
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
浄
水
場
間
の

水
融
通
や
配
水
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
み
、
自

分
た
ち
が
口
に
す
る
飲
料
水
が
い
っ
た
い
ど
こ
の
水

で
あ
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
そ
の
意
味
で
も
、
自
分
た
ち
の
水
道
水
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
蛇
口
の
水
の
元
を
た
ど

り
、
数
百
キ
ロ
も
離
れ
た
山
奥
の
ダ
ム
で
貯
め
ら
れ

た
後
、
下
流
の
取
水
点
か
ら
導
水
さ
れ
浄
水
場
で
水

道
水
と
な
る
こ
と
を
知
識
と
し
て
記
憶
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
然
の
恵
み
と

し
て
感
謝
の
念
を
持
つ
に
は
疎
遠
す
ぎ
る
。

ダム水源地ネット
2005.8
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古米　弘明
東京大学大学院　教授　

水源と蛇口の距離―見える水へ

平
成
16
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
中
に
示
さ
れ
た
施
策
群
の
一
つ
に
、「
安
心
・
快

適
な
給
水
の
確
保
」
が
あ
る
。
安
全
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、「
安
心
」
で
快
適
な
水
道
水
の
供
給
を
目
差

す
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。「
安
心
」
の
寄
り
ど
こ
ろ
と

な
る
基
本
に
は
、
水
源
が
意
識
の
範
囲
に
あ
る
こ
と

や
、
水
利
用
者
で
あ
る
住
民
が
水
源
に
思
い
を
は
せ

て
い
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
国
民
が
水
源
を
地
元
だ
け
で
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
物
理
的

な
距
離
が
遠
い
場
合
で
も
、
工
夫
し
だ
い
で
感
謝
の

念
を
抱
く
こ
と
は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
自
分
た

ち
の
水
を
意
識
で
き
る
機
会
を
持
つ
こ
と
や
、
食
品

に
適
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

（
生
産
履
歴
情
報
）
を
水
道
水
に
も
想
定
し
て
、
水

源
や
水
質
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
も
面
白
そ

う
だ
。
多
く
の
住
民
が
水
の
生
い
立
ち
を
知
る
こ
と

が
、
本
来
の
水
源
保
全
や
水
質
管
理
に
つ
な
が
る
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。
著
者
は
、
時
折
蛇
口
の
水
を

飲
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
水
道
水
の
6
割
近
く
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
地
元
の
地
下
水
を
大
事
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

羽村取水堰（著者撮影）
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④
水
が
集
ま
る（
小
河
内
ダ
ム
と
自
然
）

柱
に
埋
め
込
ま
れ
た
各
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

か
ら
は
、
四
季
折
々
の
水
道
水
源
林
の
自

然
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ダ
ム

の
不
思
議
シ
ア
タ
ー
で
は
、
小
河
内
ダ
ム

の
果
た
す
役
割
や
、
ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
た

水
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
「
緑
の
ダ
ム
」
と
も
言
え
る
水
道
水
源
林

の
役
割
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
広
場（
水
の
ホ
ー
ル
）

ふ
れ
あ
い
館
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は
、
床
面
い
っ

ぱ
い
の
奥
多
摩
マ
ッ
プ
と
、

吹
き
抜
け
に
広
が
る
水
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

が
皆
さ
ん
を
出
迎
え
ま
す
。

毎
年
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が

こ
こ
で
行
わ
れ
ま
す
。

②
水
の
ふ
る
さ
と（
歴
史
・
文
化
の
旅
）

奥
多
摩
町
に
伝
わ
る
数
々
の
郷
土
芸
能

や
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
車
人
形
、
獅
子

舞
な
ど
現
在
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
か

ら
、
田
舎
歌
舞
伎
、
写
し
絵
な
ど
、
残
念

な
が
ら
伝
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の

ま
で
幅
広
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

③
水
が
生
ま
れ
る（
緑
の
ダ
ム
の
秘
密
）

奥
多
摩
に
棲
む
魚
、
虫
、
鳥
に
な
っ
て

水
が
生
ま
れ
る
場
所
を
冒
険
し
ま
す
。
入
っ

て
ま
ず
目
に
す
る
の
が
魚
眼
レ
ン
ズ
か
ら

見
た
映
像
で
、
普
段
、
魚
が
ど
う
い
う
視

点
で
物
を
見
て
い
る
か
体
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
虫
、
鳥
に

な
っ
た
視
点
で
奥
多
摩
の
自
然
が
ど
の
よ

う
に
映
る
の
か
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

―
小
河
内
ダ
ム
の
水
源
地
P
R
活
動
―

小河内ダム

東京都

床面に広がる奥多摩マップ

水をモチーフとしたオブジェ

は
じ
め
に

「
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」
は
、
東

京
都
の
水
瓶が

め

で
あ
る
小お

河ご

内う
ち

ダ
ム
を
訪
れ
る

方
々
に
、「
東
京
水
道
水
源

林
の
す
ば
ら
し
さ
や
奥
多

摩
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら

東
京
近
代
水
道
1
0
0
周
年

と
小
河
内
ダ
ム
竣
工
40
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
、
平

成
10
年
11
月
に
開
館
し
ま

し
た
。

人
と
自
然
、
都
市
と
水
源
地
の

よ
り
よ
い
関
係
を
考
え
る

そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る
の
が
「
奥
多
摩

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」
で
す
。
館
内
で
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
6
つ
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

「水と緑のふれあい館」



⑤
水
が
輝
く（
奥
多
摩
3
D
シ
ア
タ
ー
）

3
D
シ
ア
タ
ー
専
用
の
眼
鏡
を
か
け
て
、

奥
多
摩
の
自
然
を
立
体
映
像
で
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

約
15
分
間
の
映
像
の
中
で
お
客
さ
ま
に

安
全
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
す
る
た
め

の
水
道
水
源
林
の
機
能
や
、
そ
こ
に
棲
む

生
き
物
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
る
で
森
の
中
に
自
分
が
実
際
に
い
る
よ

う
な
リ
ア
ル
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑥
水
が
広
が
る（
は
る
か
な
る
水
の
旅
）

「
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
く
り
ん
」
と
一
緒
に
水
の
旅
を
体
験
し
、

水
に
関
す
る
問
題
を
考
え
ま
す
。
雨
に

辺
自
治
体
か
ら
の
見
学
者
、
訪
問
者
な
ど
、

昨
年
度
は
約
26
万
人
も
の
多
く
の
方
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
4
月
で
そ
の
累
計
は

1
7
0
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
4
月
、
財
団
法
人
ダ
ム
水
源

地
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
た
「
ダ
ム
湖

百
選
」
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
、
P
R
の
ひ
と
つ

と
し
て
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
都
市
部
の
皆
さ
ん
に
、
水

の
源
、
上
流
部
の
自
然
や
ダ
ム
の
果
た
す
役

割
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ふ
れ
あ
い
館
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
の
で
、
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
、
命
の
水

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
河
内
貯

水
池
（
小
河
内
ダ
ム
）
へ
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。
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な
っ
て
落
ち
て
き
た
水
が
再
び
雨
に
な
る

ま
で
の
「
水
の
循
環
」
を
、
模
型
を
使
っ
て

説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
模
型
の
正
面

に
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
通
し
て「
水
と
緑
」

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク
イ
ズ
に
挑
戦
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
館
内
に
あ
る
パ
ノ
ラ
マ
シ
ョ
ッ

プ
「
ブ
ナ
の
森
」
で
は
、
わ
さ
び
漬
け
、
そ
ば

な
ど
の
奥
多
摩
の
名
産
品
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。

親
し
み
の
あ
る
ダ
ム
を
目
指
し
て

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
水
。

そ
ん
な
水
道
水
の
�
源

み
な
も
と

�
で
あ
る
奥
多
摩
の
水

と
緑
を
実
際
に
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

小
河
内
ダ
ム
周
辺
に
は
「
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

館
」
の
ほ
か
、「
ふ
れ
あ
い
の
み
ち
」
や
「
い
こ

い
の
み
ち
」（
期
間
限
定
で
一
部
開
放
）、「
ダ

ム
展
望
塔
」
を
開
放
し
、
ダ
ム
周
辺
の
一
体
的

な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
東
京
都

公
認
の
大
道
芸
）
の
公
演
、
ダ
ム
写
真
展
、

奥
多
摩
に
伝
わ
る
獅
子
舞
踊
り
等
、
年
間
を

通
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
毎
年

大
勢
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

本
年
で
設
立
8
年
目
を
迎
え
た
「
奥
多
摩

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」
は
、
都
内
23
区
や
都

下
の
市
町
村
を
含
め
た
下
流
・
都
市
部
、
周

東
京
都
水
道
局

浄
水
部
管
理
課

内
藤

航

●奥多摩水と緑のふれあい館、周辺散策道の情報はホームページで提供しています。
http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/

「水の循環」を説明する模型装置

館内ではイベントも行われます
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水
没
者
等
交
流
の
式
典
で
あ
る
「
湖
水
祭
」、

地
元
が
主
催
し
地
元
特
産
の
ア
ユ
・
ヤ
マ

メ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
き
ゅ
う
ら
ぎ

川
あ
ゆ
ま
つ
り
」
な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

少
年
野
球
大
会

そ
の
中
で
も
「
厳
木
ダ
ム
さ
よ
の
湖
旗
争

奪
少
年
軟
式
野
球
大
会
」
は
、
厳
木
ダ
ム
が

め
、
洪
水
調
節
・
不
特
定
用
水
・
水
道
用

水
・
工
業
用
水
の
補
給
お
よ
び
発
電
（
揚
水

式
発
電
）
を
目
的
と
し
て
昭
和
62
年
に
完
成

し
た
、
堤
高
1
1
7
m
の
多
目
的
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。
同
ダ
ム
の
最
大

の
特
徴
は
、
揚
水
式
発
電
の
下
池
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
、
上
池
の
天
山
ダ
ム
（
九
州
電

力
）と
連
携
し
た
発
電
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

唐
津
市
厳
木
町
の
紹
介

同
ダ
ム
の
あ
る
厳
木
町
は
、
平
成
17
年
1

月
1
日
近
隣
市
町
村
と
合
併
し
新「
唐
津
市
」

と
な
り
、
流
域
の
ほ
と
ん
ど
が
一
つ
の
自
治

体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
交
流

が
よ
り
密
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

厳
木
ダ
ム
の
周
辺
で
は
毎
年
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
特
に
夏
の
時
期
に

は
、
流
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ダ
ム

見
学
会
や
手
作
り
木
工
な
ど
を
通
し
て
水

に
つ
い
て
学
ぶ
「
1
日
体
験
学
習
」、
ダ
ム

さ
よ
の
湖う

み

旗き

を
め
ぐ
る
球
児
た
ち
の
夏
休
み

厳木ダム

佐賀県

期待と不安いっぱいの開会式

厳
木
ダ
ム
の
概
要

厳
木

き
ゅ
う
ら
ぎ

ダ
ム
は
、
佐
賀
県
の
北
西
部
、
唐
津

市
厳
木
町
に
あ
り
、
唐
津
湾
に
注
ぐ
一
級
河

川
松
浦
川
の
中
流
部
に
合
流
す
る
支
川
・
厳

木
川
の
上
流
に
位
置
し
ま
す
。
背
後
に
は
、

県
内
有
数
の
天
山

て
ん
ざ
ん

山
系
を
控
え
、
森
林
は
地

域
の
水
の
源
と
な
り
、
多
く
の
人
々
に
恩
恵

を
与
え
て
い
ま
す
。

役
割
と
し
て
は
、
流
域
の
災
害
防
止
と
都

市
用
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
応
す
る
た

ダム湖上流の野球場

＊
揚
水
式
発
電
･
･
･
昼
間
の
電
力
需
要
の
ピ
ー

ク
時
に
、
上
池
に
貯
め
ら
れ
た
水
を
下
池
に
落
と

し
て
発
電
を
行
い
、
電
力
消
費
の
少
な
い
夜
間
に
、

下
池
に
貯
ま
っ
た
水
を
上
池
に
汲
み
上
げ
て
お
き
、

再
び
昼
間
の
発
電
に
備
え
る
も
の
。



完
成
し
た
翌
年
の
昭
和
63
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
本
年
度
で
第
18
回
目
を
数
え
る
、
恒

例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

会
に
は
、
水
源
地
域
は
も
と
よ
り
受
益
地
か

ら
毎
年
約
30
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
開
催
時
に

選
手
の
家
族
を
含
め
数
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
、
厳
木
ダ
ム
湖
上

流
の
原
石
山
跡
地
を
整
備
し
た
厳
木
ダ
ム
ス

ポ
ー
ツ
公
園
内
野
球
場
で
、
3
日
間
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

緑
の
山
あ
い
に
響
き
渡
り
ま
す
。

こ
の
野
球
大
会
は
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
野
球

を
通
し
て
、
水
源
地
域
の
森
と
湖
に
親
し
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
や
ダ
ム
・
河
川
等
の

こ
れ
か
ら
の
活
動

厳
木
ダ
ム
で
は
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
活

動
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
流
域
各
地
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
推
進
協
議
会
を
中
心
に
「
地
域

の
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
」
こ
と
を
目
標
に

活
動
し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず

つ
流
域
全
体
の
活
動
へ
と
広
が
り
始
め
て
い

ま
す
。

こ
の
秋
に
は
、
厳
木
ダ
ム
遊
歩
道
周
辺
に

上
下
流
の
市
民
が
集
ま
り
、
水
源
地
域
の

森
林
を
守
る
た
め
植
栽
活
動
を
行
う
、
第
2

回
「
さ
よ
の
湖
湖
畔
里
山
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
づ

く
り
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
上

下
流
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。
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重
要
性
に
つ
い
て
関
心
や

理
解
を
深
め
、さ
ら
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
豊
か

な
心
と
健
全
な
身
体
の
鍛

錬
を
行
い
、
人
間
形
成
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

源
地
域
を
訪
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
水
源
地
域
と
受

益
地
域
と
の
交
流
を
深

め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
流
域
社
会
の
創
造
や
、

水
源
地
域
の
重
要
性
を

感
じ
る
上
下
流
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

本
年
度
の
参
加
者
は
、
29
チ
ー
ム
約

6
0
0
人
で
、
水
源
地
域
は
も
と
よ
り
下
流

や
周
辺
の
受
益
地
区
ま
で
、
幅
広
い
地
域
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
晴
天
の
中
、
子
ど
も
た

ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
源
地
域
の
自
然
を
育
み
、
水
源

を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
野
球
大
会
に
参

加
し
た
少
年
た
ち
に
よ
る
コ
イ
の
放
流
や
記

念
植
樹
も
毎
年
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
と
あ
わ
せ
樹
木
も
年
々
大
き
く
育
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
厳
木
町
で
は
、
秋
に
は

「
風
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
や
、
天
山
ダ
ム

（
上
ダ
ム
）
か
ら
厳
木
ダ
ム
（
下
ダ
ム
）
ま
で

を
駆
け
下
り
る
「
駅
伝
大
会
」
も
開
催
さ
れ
、

風
と
水
源
の
町
と
し
て
ダ
ム
と
地
元
が
共
存

し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局

厳
木
ダ
ム
管
理
所

所
長
　
橋
村
　
和
敏

http://www.qsr.mlit.go.jp/kyuragi/

笑顔の優勝チーム

子どもたちによる記念植樹



難
と
い
う
テ
ー
マ
、
そ
し
て
生
の
演
劇
そ
の
も
の
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
ぜ
ひ
自
分
の
町
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を
発

端
と
し
て
、
実
行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
3
年
ご
と
に
開
催

し
て
き
た
公
演
も
今
回
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
初
回
公
演

で
は
中
高
生
だ
っ
た
世
代
が
、
今
回
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
演
目
は
「
天
狗
の
か
く
れ
里
」
と
い
う
題
名
で
、
主
に
自

然
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
、
子
ど
も
に
も
理
解
し
や
す
い
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
文
化
芸
術
の
振
興
、
自
然
環
境
保
全
の
啓
蒙
、
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
た
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い

く
た
め
、「
平
成
16
年
度
ダ
ム
水
源
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
単
年

度
）」
の
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
幸
運
に
も
認
定
団
体
と
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
の
概
要

今
回
の
実
行
委
員
は
約
30
名
、
劇
団
と
の
調
整
や
P
R
活
動
、

チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
公
演
の
開
催
を
知

ら
せ
る
た
め
、
チ
ラ
シ
や
看
板
を
作
成
し
た
り
、
広
報
車
（
実
行

委
員
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
）
で
町
内
を
回
っ
た
り
し
ま
し
た
。
看
板
は

ペ
ン
キ
で
自
作
し
た
も
の
な
の
で
、
描
い
た
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
作
風
が
出
て
い
ま
す
。
看
板
を
設
置
し
て
い
る
と
、
町
の
人
に

よ
く
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
い
つ
や
る
ん
だ
」

「
今
度
の
は
ど
ん
な
内
容
だ
」
と
か
、
か
な
り
認
知
度
は
高
い
と

い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
P
R
活
動
期
間
中
は
、
こ
の
町

が
選
挙
戦
並
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

下
郷
町
に
つ
い
て

私
た
ち
の
住
む
下
郷
町
は
、
福

島
県
の
南
会
津
に
位
置
し
、
阿
賀

川
と
そ
の
支
川
を
中
心
に
集
落
が

点
在
し
て
い
る
町
で
す
。
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
た
大
内
宿
は
、
江
戸
時
代
の
面

影
を
今
に
残
す
宿
場
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
、
人
口
7
千
弱
の
町

に
、
年
間
約
80
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
に
は

昭
和
62
年
に
建
設
さ
れ
た
大
川
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

活
動
の
経
緯

私
た
ち
は
昭
和
63
年
以
来
、
町
内
の
若
者
を
中
心
と
し
て
、
3

年
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
下
郷
町
公
演
」

の
開
催
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
最
初
の
き
っ

か
け
は
、
当
時
青
年

会
の
仲
間
数
人
が
、
農

村
の
結
婚
難
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
劇
団
ふ
る
さ

と
き
ゃ
ら
ば
ん
」
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
自

分
た
ち
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
身
近
な
結
婚

福
島
県
　
下
郷
町
役
場
　
教
育
委
員
会

佐
藤
　
史
紀

ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演
と
町
の
元
気

ダム水源地ネット
2005.8
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福 島 県  

下郷町 

三笠市 

大川ダム 

阿賀川 

猪苗代湖 

大内宿（重要伝統的建造物群保存地区）



今
回
は
劇
団
か
ら
、
冒
頭
の
シ
ー
ン
で
地
元
の
小
学
生
に
出

演
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
協
力
で
、
保

護
者
の
同
意
を
も
ら
い
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
が
決
定
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
当
日
、
例
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
劇
団
を
迎
え
会
場

ま
で
先
導
。
役
者
さ
ん
と
実
行
委
員
の
顔
合
わ
せ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
舞
台
の
準
備
は
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
劇
団
の
方
は
、
ほ

と
ん
ど
役
者
兼
大
道
具
係
で
す
。
素
人
で
あ
る
実
行
委
員
に
も
、

遠
慮
な
く
専
門
用
語
を
交
え
た
指
示
が
飛
び
ま
す
。
み
る
み
る
う

ち
に
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
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役
者
さ
ん
と
小
学
生
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
間
、
地
元
の
ふ
る
さ
と

振
興
協
議
会
の
お
母
さ
ん
方
が
、食
事
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
の
そ
ば
料
理
で
全
員
そ
ろ
っ
て
食
事
会
を
し
、
夕
方
か
ら
の

本
番
に
備
え
ま
す
。
会
場
に
は
長
蛇
の
列
、
補
助
席
を
す
べ
て
出

し
た
6
0
0
席
が
観
客
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
開
幕
、
冒
頭
の
小
学
生
の
跳

び
箱
の
シ
ー
ン
で
は
、
振
り
付
け
も
セ
リ
フ
も
完
璧
の
児
童
に
大

拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。
天
狗
の
里
に
迷
い
込
ん
だ
少
年
が
、
天
狗

の
修
行
を
受
け
て
成
長
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
熱
い
拍
手
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
最
後
に
、
会
場
出
口
で
役
者
さ
ん
と

実
行
委
員
が
一
列
に
並
び
、
会
場
を
出
る
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を

し
て
無
事
に
公
演
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て

こ
の
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
下
郷
町
公
演
事
業
は
、
単
に
劇
団

を
招
い
て
演
劇
を
開
催
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
と
実
行
委

員
は
考
え
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
と
町
の
人
と
の
P
R
活
動
を
通

し
た
ふ
れ
あ
い
、
演
劇
へ
の
参
加
と
親
し
み
、
そ
し
て
役
者
さ
ん

に
負
け
な
い
お
客
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
下
郷
町
で
す
が
、
少
し
で
も
町
の

元
気
が
出
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
こ
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
3
年
に
1
度
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
劇
団
の
方
と
の
交
流
や
、
他
町
村
公
演
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

観
光
で
下
郷
町
を
訪
れ
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
交
流
が
深
ま
れ
ば
、
町
の
活
性
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
ダ
ム
水
源
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
採
択
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
事

業
を
発
展
さ
せ
、
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

http://www.town.shimogo.fukushima.jp/index.shtml

公演の模様

小学生のリハーサル

劇団との顔合わせ
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複
合
施
設
「
リ
オ
ー
ネ
ふ
る
か
わ
」
も
、
来
年
3

月
開
館
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
2
施
設
が
完
成
す

る
こ
と
に
よ
り
市
街
地
は
数
年
前
と
様
相
が
変
わ

り
、
町
に
活
気
が
戻
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

化け

女じ

ょ

沼ぬ

ま

ダ
ム
に
つ
い
て

田
尻
川
（
流
域
面
積
77
・
2
�
、
流
路
延
長
約

30
・
6
�
）
は
、
そ
の
源
を
岩
出
山
町
十
文
字
地
内

に
発
し
、
涌
谷
町
に
お
い
て
江
合
川
に
合
流
す
る

一
級
河
川
で
す
。
川
幅
が
狭
い
上
に
下
流
部
で
低

湿
地
帯
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ス
リ
ン
台
風

（
昭
和
22
年
9
月
）、
ア
イ
オ
ン
台
風（
同
23
年
9

月
）の
上
陸
に
伴
う
洪
水
に
よ
り
大
き
な
被
害
が

古
川
市
の
概
要

古
川
市
は
人
口
7
万
4
千
人
、
面
積
1
3
4
�

で
、
仙
台
市
の
北
約
40
�
、
宮
城
県
北
部
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
市
域
中
央
部
を
江え

合あ
い

川
、
南
端
を
鳴
瀬
川
が
西
か
ら
東
に
流
れ
、
北
西

部
に
丘
陵
地
帯
が
あ
る
ほ
か
は
大
部
分
が
大
崎
平

野
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
平
均
気
温
は
11
・

8
℃
で
、
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
町
で
す
。
東
北

新
幹
線
と
陸
羽
東
線
、
そ
し
て
、
東
北
縦
貫
自
動

車
道
お
よ
び
国
道
が
、
東
西
南
北
に
走
る
交
通
の

要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
・
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
等
は

本
市
が
発
祥
の
他
で
あ
り
、
お
い
し
い
米
の
産
地

で
も
あ
り
ま
す
。
水
稲
の
作
付
面
積
は
4
3
9
0

ha
で
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が
81
％
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」

が
14
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
米
を
材

料
と
す
る
産
業
も
活
気
が
あ
り
、
あ
ら
れ
や
日
本

酒
も
特
産
品
で
す
。
米
の
転
作
に
よ
る
豆
の
栽
培

も
盛
ん
で
、「
ず
ん
だ
餅
」
は
物
産
展
を
開
く
と
す

ぐ
に
売
り
切
れ
る
名
産
品
の
一
つ
で
す
。

4
0
0
年
の
歴
史
を
誇
る
古
川
八
百
屋

や

お

や

市ま
ち

は
、

市
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
か
ら
も
新
鮮
な
野
菜
や

漬
物
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
が
大
勢
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
コ
イ

の
泳
ぐ
緒お

絶だ
え

川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
酒
蔵
が
改
修

さ
れ
、
地
場
産
品
を
使
用
し
た
飲
食
店
街

「
醸か

室む
ろ

」
と
し
て
本
年
6
月
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
中
心
と
し
た

碓 氷 郡 松 井 田 町  

松井田妙義I.C.

碓氷軽井沢I.C.

長 野
新 幹 線

松井田町役場 

田

尻
川

江 合 川

鳴 瀬 川

宮 城 県  

古
川
市 

恵
庭
市
役
所 

えにわ 

鹿ノ俣山 

高手山 

子持山 皇海山 

黒檜山 

沼田 I.C.

沼
田
市
役
所 

姫岳 

碁盤ヶ岳 

彦岳 

鎮南山 

高平山 

本
山
町
役
場 

きびす山 

白髪山 
八丁山 

大己屋山 

登岐山 

工石山 

佐々連尾山 

吉 野

川

国見山 

4

108

47

347

古川 I.C.

古川市役所 

化女沼ダム 

にし 
 ふるかわ 

ひがし 
おおさき 

ふるかわ 

つかのめ 

陸 羽 東 線

東
北
自
動
車道

東
北
新
幹
線

化女沼

古代の里と現代の自然を一堂に
～化女沼遊びのゾーン・

古川市～

宮城県　古川市　産業部商工観光課

澁谷　衛
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の
「
古
川
ふ
じ
ま
つ
り
」
な
ど
、
花
の
観
賞
を
メ

イ
ン
と
し
た
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
例
年

8
月
2
日
に
は
、
約
5
0
0
0
発
の
花
火
が
夜
空

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
花
火
大
会
」、
引
き
続

い
て
3
日
･
4
日
は
「
古
川
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

市
内
中
心
街
に
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ
、
そ
の
下
を

太
鼓
や
み
こ
し
が
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年

か
ら
10
月
第
4
土
・
日
に
開
催
さ
れ
る
「
古
か
わ

里
の
秋
ま
つ
り
」
で
は
、
勇
壮
な
大
名
行
列
が
行

わ
れ
ま
す
。

化
女
沼
周
辺
は
白
鳥
が
飛
来
し
、
水
生
植
物
の

群
生
が
あ
る
自
然
環
境
豊
か
な
景
勝
地
で
す
。
南

側
の「
化
女
沼
・
古
代
の
里
」
に
は
、
竪
穴
式
住

居
や
高
床
式
倉
庫
な
ど
を
再
現
、
子
ど
も
た
ち
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
33
年
に
河
川
改
修
工

事
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
氾
濫
を

繰
り
返
し
た
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
同
43

年
度
に
中
小
河
川
改
修
事
業
田
尻
川
改
良
工
事
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
ハ
ス
の
花
が
咲
き
、
フ
ナ

等
が
生
息
す
る
化
女
沼
に
ダ
ム
と
放
水
路
を
造

り
、
下
流
部
で
は
川
幅
を
広
げ
て
堤
防
を
造
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
同
61
年
12
月
に
本
体
工
事
が

始
ま
り
、
総
事
業
費
1
5
3
億
円
で
平
成
7
年
10

月
に
化
女
沼
ダ
ム
（
堤
高
24
m
、
堤
頂
長
2
6
0

m
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
）
は
竣
工
し
ま
し
た
。

古
川
市
の
観
光
に
つ
い
て

市
に
は
4
月
の
「
ふ
る
か
わ
桜
ま
つ
り
」、
5
月

楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
遊
具
、
そ
し
て
、
芋

煮
会
シ
ー
ズ
ン
に
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
芝
生

広
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
東
側
に
は
本
市
の
市
花

で
あ
る
「
あ
や
め
園
」
が
あ
り
、「
希
望
」「
信
頼
」

「
勇
気
」
を
表
す
3
枚
の
花
弁
が
花
開
く
、
優
美

な
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
0
0
0

年
に
は
、
化
女
沼
を
周
遊
す
る
道
路
（
市
道
化
女

沼
西
線
・
東
線
）
周
辺
に
2
0
0
0
本
の
サ
ク
ラ
の

苗
木
を
植
林
し
ま
し
た
。
綺
麗
な
花
が
咲
く
よ
う

に
な
れ
ば
サ
ク
ラ
の
名
所
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
彼
岸
花
（
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

）
が
群
生
し

て
い
る
羽
黒
山
公
園
が
近
く
に
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
斜
面
を
真
っ
赤
に
染
め
る
約
10
万
本
の

彼
岸
花
の
観
賞
に
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
々
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

本
年
は
市
制
施
行
55
周
年
の
記
念
の
年
で
も
あ

り
ま
す
が
、
来
年
3
月
31
日
に
鳴
子
町
・
岩
出
山

町
・
田
尻
町
・
三
本
木
町
・
松
山
町
・
そ
し
て
鹿

島
台
町
の
6
町
と
合
併
し
て
「
大
崎
市
」
と
な
り
、

東
西
に
長
い
新
市
が
誕
生
し
ま
す
。
新
市
・
大
崎

市
の
魅
力
が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
も

こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
に
活
か
し
た
取
り
組
み
を

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

夜の古川ふじまつり

彼岸花

http://www.city.furukawa.miyagi.jp
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「
魚
が
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
の
手
引
き
」に
つ
い
て

�
は
じ
め
に

建
設
省
（
当
時
）
は
、
魚
類
の
遡
上
･
降
下
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
て
、
河
川
横
断
施
設
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
の
改
良
、
魚
道

の
新
設
･
改
善
、
魚
道
流
量
の
確
保
等
を
計
画
的
、
積
極
的
に
実

施
す
る
た
め
、「
魚
が
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
」
を
平
成
3
年

度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
開
始
後
、
十
年
以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
モ
デ

ル
河
川
等
に
お
け
る
魚
類
の
遡
上
・
降
下
環
境
の
改
善
に
向
け
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
た

び
、
学
識
経
験
者
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
各
地
の

河
川
管
理
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
向
け
の
技
術
的
な
手
引
き
と

し
て
本
書
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
書
は
、
全
国
の
河
川
事
務
所
や
都
道
府
県
等
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
幅
広
く
周
知
す
る
た
め
、
河
川
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
モ
デ
ル
事
業
の
成
果

モ
デ
ル
事
業
は
、
多
摩
川
、
太
田
川
、
奄
美
五
河
川
な
ど
、
規
模
や

地
域
性
の
異
な
る
19
の
モ
デ
ル
河
川（
図
―
1
）で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
平
成
4
年
度
に
「
魚
が
の

ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
推
進
検
討
委
員
会
」（
現
委
員
長：

石
田

力
三
水
産
環
境
研
究
所
特
別
顧
問
）
を
設
置
し
、
モ
デ
ル
河
川
の

実
施
計
画
の
作
成
や
個
別
魚
道
の
設
計
に
関
す
る
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
モ
デ
ル
河
川
の
一
つ
で
あ
る
紀
ノ
川
に
お
い
て

は
、
河
口
か
ら
奈
良
県
五
條
市
の
大
川
橋
上
流
ま
で
の
実
施
計
画

上
の
全
区
間
で
事
業
が
完
了
す
る
な
ど
、モ
デ
ル
河
川
の
多
く
は
、

魚
類
の
遡
上
・
降
下
環
境
が
着
実
に
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
（
モ

デ
ル
事
業
の
開
始
後
、
2
2
8
個
所
の
河
川
横
断
施
設
の
魚
道
が

設
置
ま
た
は
改
善
さ
れ
、
魚
類
の
遡
上
・
降
下
が
可
能
な
河
川
延

長
が
7
0
0
�
近
く
延
長
）（
図
―
2
）。

国
土
交
通
省
　
河
川
局
　
河
川
環
境
課

藤
巻
　
浩
之

図－1  モデル河川

凡例
一次指定河川

二次指定河川

三次指定河川
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�
手
引
き
の
作
成

手
引
き
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
河
川

や
関
連
す
る
他
の
取
り
組
み
か
ら
得
ら
れ
た
、
以
下
の
観
点
を
特

に
重
視
し
ま
し
た
。

①
河
川
環
境
や
魚
類
の
生
態
は
時
間
的
・
空
間
的
に
多
様
で
あ

り
、
専
門
家
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
個
々
の
河
川
の
特
徴
や

そ
の
川
に
生
息
す
る
魚
類
等
の
生
活
史
を
十
分
に
踏
ま
え
る

こ
と
が
重
要

②
各
方
面
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
地
域
の
関
係
者
と

の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

③
魚
道
の
設
計
自
体
に
は
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、

創
意
工
夫
が
重
要

④
魚
類
の
遡
上
・
降
下
環
境
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
産
卵
場

や
隠
れ
場
、
水
量
・
水
質
の
確
保
が
必
要

⑤
魚
類
以
外
の
生
物
の
移

動
へ
の
配
慮
も
必
要

⑥
事
前
調
査
や
事
後
評
価

に
当
た
っ
て
は
、
個
々

の
施
設
の
面
か
ら
と
、

流
域
全
体
の
面
か
ら
と

の
両
方
か
ら
検
討
す
る

こ
と
が
必
要

⑦
段
階
的
な
整
備
、
適
応

的
管
理
が
重
要

⑧
事
前
調
査
な
ら
び
に
効

果
予
測
が
重
要

そ
の
た
め
、
各
現
場
で
実
際
に
実
施
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

事
前
調
査
か
ら
、
事
業
実
施
、
管
理
に
至
る
各
段
階
に
お
い
て
、

実
施
・
検
討
す
べ
き
事
項
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
記
述
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
に
モ
デ
ル
河
川
で
取
り
組
ん
だ
事
例
を
参

考
資
料
と
し
て
併
記
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遡
上
・
降
下
環
境
の
改
善
の
た
め
、
必
要
と
な
る
河

川
環
境
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、

●
発
電
ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
よ
る
流
量
の
回
復

●
農
業
用
水
路
や
田
圃
と
の
連
続
性
の
回
復

●
魚
類
等
の
迷
入
防
止
対
策

等
の
実
施
事
例
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
河
川
を
中
心
と

し
た
全
国
の
60
近
い
数
に
上
る
魚
道
に
つ
い
て
、
特
徴
と
留
意
す

べ
き
点
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

�
お
わ
り
に

魚
が
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
を
実
現
し
、
魚
を
取
り
巻
く

生
態
系
を
再
生
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
が
有
し

て
い
る
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
河
道
計
画
等
の
策
定
に
お
い
て
も
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

り
、
本
書
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
各
地
で
魚

が
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
書
は
今
後
の
技
術
の
進
展
や
知
見
の
集
積
と
と
も

に
、
適
宜
改
訂
・
修
正
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

施設数からみた全体の事業進捗状況 
0 200 400 600 800 1000 1200

H16.3時点 
要改善施設数 

実施計画時点 
要改善施設数 

総施設数 

移動可能距離からみた全体の事業進捗状況 

H16.3時点 
移動可能距離 

実施計画時点 
移動可能距離 

全延長 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 4000
距離（km） 

602

830

995

1935.1

1248.6

3575.1

図－2  モデル事業の進捗状況

「魚がのぼりやすい川づくりの手引き」
http://www.mlit.go.jp/river/kankyou/sakana_tebiki/
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編集メモ 

毎号表紙を飾ってくれる全国のダム水源地も、すでにその数は140を超
えました。今月号からは、先般認定されました「ダム湖百選」認定ダム湖
及び推薦をいただいた市町村を紹介していくことになりました。8月号は
第1回目として、群馬県新治村の赤谷湖（相俣ダム）の紹介です。

これまで表紙に登場しなかったダム湖、市町村から優先して紹介していく
予定です。表紙裏面を含め少ないスペースではありますが、ご自慢の写真
やメッセージなどをお寄せいただき、選定ダム湖・水源地としてのわがま
ちを、この機会に全国に向けて紹介、PRする一頁としてご活用ください。

◆ ◆

●「トピックス」にふさわしいタイムリーな情報をお待ちしております。
●記載記事についての問い合わせは「ダム広報センター」まで

●表紙写真の投稿を募っています。
FAX 03-3263-9085 http://www.wec.or.jp/ E-mail:koho@wec.or.jp

先般認定された、「ダム湖百選」につきましては、それぞれのダム湖推薦市町村長に対し、認定証および認

定プレート等を贈呈いたしました。これらのうち多くのダム湖については、現地に認定プレートを設置して

いただきました。

これまで、当センターに設置等についての情報をご提供いただいたダム湖の中から、今回4つのダム湖の

設置風景をお届けします。

これからプレートを設置されるダム湖におかれても、これらの写真をご参考に地元のシンボルとしてより

よい形で設置していただければと思います。

なお、設置等が終了しましたら、当ダム広報センター「ダム湖百選担当」まで、設置写真や設置のための

イベント風景写真、新聞記事等をお寄せいただければ幸いです。（ダム広報センター）

「ダム湖百選」ニュース
88

●今月の水源地 
赤谷湖（相俣ダム・群馬県新治村） 
魅力的で活気あふれる水源地域をめざして  

●散歩道（パセオ） 
水源と蛇口の距離―見える水へ  

●みんなでつなぐダム水源地 
奥多摩 水と緑のふれあい館 
―小河内ダムの水源地PR活動―　ほか 

●水源地づくりレポート 
ふるさときゃらばん公演と町の元気 

●地域活性化レポート 
古代の里と現代の自然を一堂に 
～化女沼遊びのゾーン・古川市～ 

龍姫湖（温井ダム）
広島県安芸太田町

広島県安芸太田町の龍姫湖（温井ダム）で7月21
日、「ダム湖百選」のプレート除幕式が行われました。
プレートの除幕式は佐々木清蔵 安芸太田町長の
開式の辞で始まり、続いて国土交通省中国地方整備
局の坂之井和之河川部長が「温井ダムは当初より最
新の技術と環境保全へのアイデアを結集して、自然
と融和する高品位のダムづくりに努めてきた。この高
い評価に恥じることのない温井ダム、龍姫湖であり
続けるよう努力し、地域に貢献していきたい」とあい
さつしてプレート除幕が行われました。（岡）

月山湖（寒河江ダム）
山形県西川町

奥利根湖（矢木沢ダム）
群馬県水上町

ならまた湖（奈良俣ダム）
群馬県水上町


